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しかしながら,幸い,昨年 10月-11月,米国サンフランシスコで開催された第 4回フェライ ト
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現れる (- a)A/Cは, 関係している磁場の源を含めた全体系の中に形成されている電磁運
動量を示しており,12･13)運動方程式としてはゲージの自由度があっても,電磁運動量式にはゲー
ジの自由度はなく,荷電粒子の運動量に関する式
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方程式に移行する｡｣ということである1.8･16) こ でゝ, C-は｡lassi｡al,古典物理学的というこ
とであって, C-数方程式 とは通常の代数方程式を意味し,q-1はquantal,.量子物理学的とい
うことであって, q-数方程式とは,通常の量子物理学に現れるのと同様な,演算子 (オペレ
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7nC2 2

















































































● ● ● ●














形式にしているo Aリ,化 ∂Ay/∂xpの意味である｡又式 (30)で51lp去V]-slp言 y- sl薮
である｡3=dS/ds,9- cT で, T は固有時間である.. もちろんVRであるから
9-- 2 (l'莞 )
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飯 田 修 一
さ て , こ れらの式のq一数化であるが,式 (29),(30)の形 をそのまま保持 して, q一数化
す る こ と は 困難である｡それは相対論の世界では, トーマス摂動や,スピン 軌ー道相互作用に
代 表 さ れ る ように,軌道運動 とス ピン運動 が,本質的 に相関する｡従って,極めて厳重な相対
論 的 無 矛 盾 性 の枠組みを予め用意 しないで居て,先づ q一数化 して,その後で,これらの条件
を 入 れ る と言 った形式で 相対論 の要請 を入れ るこ とは困難 に思える｡従って,ディラックの
開 発 し た γ- マトリック スを使用 した q一教化の手法 を踏襲し, 9キ12の因子をそれに加え
る こ と に よ っ て,q-数 化 をまず行 う｡




























し,式 (19)に従って, (1+ α/27E)倍となり,その二乗が掛るため
(1+蕊 )2-1+ヱ〔+(蕊 )2〕JT






























が, 10~8といった詳 しい計算と, 非常な精度での実験との一致が得られている現状のもとで,
今さら,この種の計算に意義を見出すことは出来ないとお考えになることも個人の自由である｡
筆者の立場は,新体系物理学が,少くとも,物質の物理学に対してよゝり見通しのよい枠組みを






















§8.電子場の 概 念 の 明 確 化
新体系物理学 で は , シ ュ レ ディンガ-表示の状態関数は,それがその系に関する最大の情報
を表示しているも の と 見 倣 し ,その際,実在的な物質波,すなわち,電子そのものを示す"電
子場" (Electro n F ie ld)と,統計確率的な,あるいは,数学的に手段として導入された仮想


































































新体系物理学 (統一体系物理学 )の易 しい紹介
ダイアグラム 1. 新 体 系 物 理 学 の見 る
物 理 学 的 世 界 の多 重 構 造
古 典 物 理 学
主 と して 巨 視 的 現 象
を記 述




量 子 物 理 学
主 と し て 微 視 的 現 象
を記 述
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いない,文献 5)を, 詳読されたものと推定され,昨年 11月筆者の訪門時の講演と討議に際
して,鋭い質問,とくに,§7に紹介したFWT変換28)と新体系物理学の基礎となるVR電子
との重要な相関を筆者にコメントされた点について,厚く感謝させて戴く｡
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